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東京都北区スペースゆう情報誌

北区男女共同参画に関する
意識・意向調査を実施しました

CLOSE UP

講座レポート

インタビュー

令和5年度 DV理解基礎講座
安心できる家族をつくるために
～「タフラブ」を知る～

信田 さよ子さん
オーガニックステーション 飛鳥山テラス オーナー

早瀬 可依子さん

北区さんかく大
学 連続5回講座

学校教育とジェ
ンダー

～学校の「男女
平等神話」を問

う～
特集



学校は本当に「男女平等
」に

なっているのでしょうか。大
人が

気づかないうちに、子どもた
ちは

固定的な「性別役割分業意識
」を

学んでいるかもしれませ
ん。

ジェンダー平等をめざす学
校教

育のあり方を、参加者の皆
さん

と一緒に考えてみました。
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男女平等教育をはばむ
性別の壁

　日本の近代教育の始まりから、その目的は男女で違ってい
ました。学問を学ぶ男子に対して、女子に用意されたのは
良妻賢母教育でした。戦後になり、新憲法のもとで、教育の
男女平等がうたわれましたが、高度経済成長期に入り、「社
会で活躍するのは男性、その男性を家庭で支えるのは女性」
という性別役割分業が学校教育にも反映され、中等教育にお
ける家庭科の履修が女子のみとなりました。その後1980年
代に入り、国連の女子差別撤廃条約に批准し、中学・高校に
おける家庭科の男女共修が始まりました。また、家庭科の履
修内容も、かつての「女性役割としての家事スキル」中心で
はなく、男女の別なく自立した人間として社会で生きていく
知識を身に付けるような内容へと変化してきました。しかし
ながら、まだまだ学校教育の場には男女格差が残っていま
す。例えば、管理職に占める女性教員の割合は、国際的にみ
てかなり低いままです。これは、依然として家事や育児等の
家庭責任が女性に大きく偏っている現状を示しており、是正
のために、より一層の取り組みが必要です。

東京学芸大学名誉教授 大竹 美登利 さん

子供が未就学児から小学生の時期に家事・育児等、
家庭生活の役割をどの程度担っている（た）か

ほとんどあなたがしている（した）
（90～100％程度）

半分以上はあなたがしている（した）
（60～80％程度）

あなたはほとんどしていない
（0～10％程度）
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第１回
2023.9.30 Sat.ジェンダー平等の現場

から見えてくるもの
～スウェーデンと日本の学校から～

学校教育の中でジェンダー平等がどのように取り入れられ
ているのかについては、国によって違いがあります。例え
ば、1960年代から社会のジェンダー平等を模索してきたス
ウェーデンでは、その頃から「男の子だから」「女の子だか
ら」を強調しない学校教育が行われてきました。また、オラ
ンダで広がったイエナプラン教育は、生徒が自ら「選ぶ」「決
める」「計画を立てる」ことが大切とされ、誰もが「自分ら
しく成長していく権利」を持っているという考え方に沿って
います。持ち物や服装に規定はなく、自分で決めることを大
切にしています。一方、日本の学校教育では、予め性別に
よって分けられることが多くありました。「男子が先で女子
が後」という男子優先名簿が当たり前だったり、ランドセル
の色や体操着が性別によって明確に分かれていたりしまし
た。近年、男女混合名簿が広がり、ランドセルや体操着に関
してもかなり柔軟性が出てきました。教員もジェンダー平等
を意識するようになり、希望が感じられるようになってきて
います。

大日向小学校（長野県佐久穂町）教諭 佐藤 麻里子 さん

第2回
2023.10.7 Sat.

注1） 一番下の子供が12歳以下の回答者の現在についての回答と、13歳以上の子供を持つ回答者の過去についての回答を合算して算出
注2）「ほとんどあなたがしている（した）（90～100％程度）」「半分以上はあなたがしている（した）（60～80％程度）」「ほぼ半分
　　　あなたがしている（した）（50％程度）」「半分以下だがあなたもしている（した）（20～40％程度）」「あなたはほとんどして
　　　いない（0～10％程度）」のうち1つを選んで回答
出典：国立女性教育会館「学校教員のキャリアと生活に関する調査」結果の概要
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女性校長率国際比較（小学校）

出典：女性教育会館研究国際室研究員　飯島絵理氏
　　 「公立小中学校における管理職登用の男女格差－「学校教員のキャリアと生活に関する調査」
　　　結果から」

包括的性教育によって
実現するジェンダー平等

　日本では、教育内容への政治的権力の介入により、性教育
の進展が阻まれてきました。結果、日本の学校における性教
育は、国際的な趨勢の中で大幅な遅れをとっています。性教
育とは、「生殖の過程」を教えることだけではありません。
その根底にあるべきなのは「性の権利」という認識であり、
人間関係、ジェンダー平等、暴力と安全確保といった性に関
する多面的な内容が含まれます。メディアで氾濫している性
差別的な性情報や性の商品化、性暴力等から子どもたちを守
る第一歩は、ポジティブなセクシュアリティ観の構築です。
科学的な根拠に基づいた性と生殖に関する正確な知識を身
に付けることがその基盤となり、自分及び他者の人権・権
利を尊重する価値観の形成につながります。学校教育の場
において、性の多様性を前提とするジェンダー平等を基盤
とした「包括的性教育」を子どもたちに保障していくこと
は、子どもたちが自分の人生を納得して生きていくこと
と、それを支えるジェンダー平等で公正な社会を実現する
原動力になります。

埼玉大学教育学部教授 田代 美江子 さん

第3回
2023.10.14 Sat.進路選択とジェンダー

　日本の高等教育には、「男子と比べて女子の進学率が低い」
「性別によって専攻分野の偏りがある」という特徴がありま
す。理数系教科の学力は、男女共に世界のトップクラスであ
りながら、理学部や工学部への女子進学率は大幅に低いまま
です。また、法学や政治学、経済学といった学部への女子進
学率もかなり低いです。その要因の一つとして指摘されてい
るのが、「隠れたカリキュラム」です。「女子は理工系に向
いていない」「男子と女子では得意な科目が違う」といった
アンコンシャス・バイアスが、知らず知らずのうちに教員の
態度や教材の内容に現れ、男女それぞれの進路を固定化して
しまうといった問題が指摘されています。さらに、「重要な
物事や方針を決める場にいるべきなのは男性」といった思い込
みが、学校の管理職に占める女性教員の割合を低くし続けて
います。こういった状況の中で、偏見や思い込みをなくそう
という取り組みが始まっています。例えば、内閣府男女共同
参画局や文部科学省でも、アンコンシャス・バイアスをなくす
ための啓発動画の作成等が行われています。

九州大学男女共同参画室教授 河野 銀子 さん

第4回
2023.10.21 Sat.

図1図2　“現職教員に聞きました”
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ジェンダー平等な社会をめざして
～ふりかえりと意見交換を中心に～

　学校は、社会の他の分野に比べ、「男女平等」が実践されている場だと永らく思われていまし
た。確かに、中等教育までは、男女で進学率の差はほとんどありませんし、教育内容も家庭科の
男女共修化を経て、ほぼ男女一緒となりました。しかし、高度経済成長期を経て強化された「社
会で活躍する男性を支えるのが女性の役割」といった性別役割分業観は、教科書に描かれた男女
の役割や進路選択等、その後の学校教育の中身に大きな影響を与え続けて来ました。隠れたカリ
キュラムによって、生徒たちは性別ごとに「自分たちが社会や学校から何を期待されているのか
／されていないのか」を学習してしまい、未来の可能性を狭めてしまうかもしれません。そうし
たアンコンシャス・バイアスに気づくためには、学校教育の中の「あたりまえ」を見直すことが
大切だということに気付きました。近年、是正のための様々な取り組みが始まり、また、ジェン
ダー平等に対する意識がとても高まってきました。すべての生徒・学生が尊重される学校教育づ
くりに期待していきたいと思います。

第5回

英国オックスフォード・ブ
ルックス大学博士課程修了。
専門は社会人類学及びジェ
ンダー論。国際ジェンダー
学会元理事。2012 年４月
よりスペースゆう（北区男女
共同参画活動拠点施設）で
アドバイザー。編著書に
『ジェンダーとわたし―〈違
和感〉から社会を読み解く』
（北樹出版、 2017 年）

ささがわ・あゆみ
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女子学生の割合が高い分野は薬学・看護学等と人文科学低い分野は工学と理学

女性教員が比較的多い小学校でさえ女性校長率は低い

大学（学部）及び大学院（修士課程、博士課程）学生に占める女子学生の割合（専攻分野別、令和４（2022）年度）
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文部科学省「学校基本統計」（令和4（2022）年度）
より作成。
その他等は、大学（学部）及び大学院（修士課程）は、
「商船」、「家政」、「芸術」及び「その他」の合計。
大学院（博士課程）は、商船の学生がいないため、
「家政」、「芸術」及び「その他」の合計。
大学（学部）の「薬学・看護学等」の数値は、「薬学」、
「看護学」及び「その他」の合計。大学院（修士課程、博
士課程）の「薬学・看護学等」の数値は、「薬学」及び
「その他」の合計。

（備考）
1.

2.

3.

出典：内閣府『令和５年版　男女共同参画白書』

学校教育とジェンダー
～学校の「男女平等神話」を問う～

特  集

学校教育とジェンダー
～学校の「男女平等神話」を問う～
学校教育とジェンダー
～学校の「男女平等神話」を問う～

北区さんかく大学 連続5回講座

東京家政大学非常勤講師 /スペースゆうアドバイザー 笹川 あゆみ

2023.10.28 Sat.
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令和5年度北区男女共同参画に関する意識・意向調査の結果がまとまりました。

調査対象

対象者数

調査方法

調査期間

回収状況

一般男女

区内在住の18歳以上の男女

2,000 名

郵送配布・郵送回収またはインターネット
回答（催促状：１回送付）

令和５年６月 19日～７月 14日

・有効回収数
　郵送：468　ネット：246　計：714
・回収率：35.7％
・各データにおける集計母数はnで表している。

　北区では、誰もが互いの人権を尊重しつつ責任を分かち合い、その
個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現を
めざすため、「北区男女共同参画行動計画（アゼリアプラン）」を制
定し、改定を重ねながら男女共同参画社会の推進に向けた取組みを進
めてきました。
　アゼリアプランの改定にあたり、令和５年６月～７月にかけて、
「区民」・「事業所」・「町会・自治会」・「区立中学校２年生」を対象に、
「男女共同参画に関する意識・意向調査」を実施しました。
　調査結果の一部を抜粋して、区民の皆さまの男女共同参画意識の状
況をご紹介します。
※調査結果の詳細は、北区ホームページでご覧いただけます。
　https://www.city.kita.tokyo.jp/tayosei/kurashi/jinken/danjo-03/

男女の地位の平等
●意識・意向調査：問 33

　「平等になっていない」との回答が最も多か
ったのは、「政治の場」での男女の地位で、
65.5%でした。2018年（平成30年）調査（以下
「前回調査」）の63.3%と比べると、2.2ポイント
増加しています。
　市区町村議会の女性議員の割合（2022年12
月31日時点）*は、全国平均で18.1%、東京都平
均で30.3%ですが、北区議会の女性議員の割合
（2024年1月1日時点）は37.5%と、全国平
均・東京都平均を上回っています。このことか
ら、北区では、政治の場での女性の参画が進ん
でいることが伺えます。

*「市区町村女性参画状況見える化マップ　内閣府共同参画局」
https://wwwa.cao.go.jp/shichoson_map/?data=7&year=2022&todofuken=13

1

　配偶者などからドメスティック・バイオレン
スに該当する行為を受けたことがあるか聞いた
ところ、「ある」と答えた方は 22.1％でした。
およそ５人に１人が、DV の被害経験があると
の結果でした。
　「何度もある」と「１、２度ある」を合わせた『あ
る』の内容をみると、“a）殴る、蹴る、突き飛ばす、
物を投げつけるなど、暴力行為を受けた”が 9.1
％で、前回調査の 12.3％から3.2 ポイント減少
しています。一方、“b）大声でどなられる、命
令される、脅かされるなど、恐怖を感じる言葉
を言われた”は、17.5％と、前回調査より2.4ポ
イント増加しています。

配偶者などからの被害経験の有無

f)   自分の名誉にかかわる写真や映像を
 インターネットで公表された

e)  いやがっているのに性的な行為を強要
 されたり、中絶を強要された

c) 交友関係や電話・メールなどを
 細かく監視された

b) 大声でどなられる、命令される、
 脅されるなど、恐怖を感じる言葉を言われた

a) 殴る、蹴る、突き飛ばす、物を投げ
 つけるなど、暴力行為を受けた

d) 必要な生活費を渡されなかったり、
 自由なお金を使えないようにされた

『
あ
る
』

2
配偶者などからのドメスティック・
バイオレンスの経験
●意識・意向調査：問 23

2.2 6.9  84.7  6.2  

 6.9  10.6  76.1  6.4  

1.4  4.8  87.3  6.6  

2.2  2.7  88.5  6.6  

1.3  3.8  88.2  6.7  

   92.4  6.9  
0.1 0.6

9.1

17.5

6.2

4.9

5.1

0.7

22.1　　　　　　　　　　70.2　　　　　　　　　 7.7 

　a) ～ c) の項目では、「結婚や出産に必ずしも
こだわる必要はない」といった生き方の多様性
を認める考え方の広がりがうかがえます。そし
て f)・h)・i)の項目への回答からは、「男性も家事・
育児にもっと関わるべきだ」という考え方が増
えていることがわかります。
　全体的にみると、前回調査に比べて多様性や
男女平等に理解を示す考え方は、ポイントが上
がっています。中でも大幅に増加がみられるの
は、“b) 未婚の女性が子どもを産み育てるのも
ひとつの生き方だ”（81.0％）〔前回 69.9％〕、
“c)「結婚しても子どもを持たない」というの
もひとつの生き方だ”（85.0％）〔前回 75.０％〕
で、それぞれ10ポイント以上増加しています。
多様な生き方が、より尊重されるようになって
きたことがうかがえます。

「配偶者などからの被害経験の有無」について、a）～ f ) の項目のうちどれか 1つでも「何度もあ
る」または「１、２度ある」と回答した方を「ある」、どれか1つでも無回答があった方を「無回答」、
それ以外の対象者を「ない」として集計しています

n＝714

CLOSE UP

①
何
度
も
あ
る

②
１
、
２
度
あ
る

③
全
く
な
い

④
無
回
答

①ある             ②ない     ③無回答

①
結
婚
す
る
ま
で
は

　
仕
事
を
す
る
が
、

　
結
婚
後
は
し
な
い

②
子
ど
も
が
で
き
る
ま

　
で
は
仕
事
を
す
る
が
、

　
そ
の
後
は
し
な
い

③
子
育
て
の
時
期
だ
け

　
一
時
や
め
て
、
そ
の
後

　
は
ま
た
仕
事
を
す
る

④
結
婚
・
出
産
に
関
わ

　
ら
ず
、
ず
っ
と
仕
事

　
を
す
る

⑧
無
回
答

令和5年度

平成30年度

n＝714

n＝735

3.2　　　　　　　41.9　　　　　　　　　　　　　30.4　 　　12.9　   8.5　2.4

2.2 5.7             48.3                                   24.5                9.1     7.3   1.9 
1.0

⑦
わ
か
ら
な
い

⑤
女
性
は
仕
事
に
就
か

　
な
い
方
が
良
い

⑥
そ
の
他

3
結婚や出産、男女の役割
などに対する考え方
●意識・意向調査：問 1

　③「子育ての時期だけ一時やめて、その後は
また仕事をする」との回答は 41.9％で、前回
調査の48.3％より、6.4ポイント減少していま
す。一方、④「結婚・出産に関わらず、ずっと仕
事をする」との回答は 30.4％で、前回調査の
24.5％より 5.9 ポイント増加しています。
　内閣府の「男女共同参画社会に関する世論調
査」*1 の類似質問では、「子供ができても、ず
っと職業を続ける方がよい」と回答した人は
59.5％で、北区よりも 29.1 ポイント高くなっ
ています。さらに、内閣府の『令和 5 年度版男
女共同参画白書』*2 では、第一子出産後も仕事
を続けている女性は 69.5％と多数派となって
います。北区では子育て後に、職場復帰を望む
人が多いことがうかがえます。
*1 男女共同参画社会に関する世論調査（令和4年11月調査） 
    調査結果の概要（内閣府）
https://survey.gov-online.go.jp/r04/r04-danjo/2.html#midashi15
*2『令和5年版 男女共同参画白書』内閣府 男女共同参画局　 
　 （2023年）

4 望ましい女性の働き方
●意識・意向調査：問 7

調査にご協力いただきました皆様ありがとうございました。
北区では今回の「意識・意向調査」の結果をふまえて、

男女共同参画社会の実現をめざす
『第７次アゼリアプラン』の策定を進めていきます。
引き続き北区の男女共同参画推進の取り組みに、

ご理解とご協力をお願いいたします。

a）家庭生活では

b）職場では

c）学びの場では

d）政治の場では

e）地域参加の場では

21.3 31.8 25.1 8.0 10.5 3.4

平
等
に

な
っ
て
い
る

平
等
に

な
っ
て
い
な
い

53.1

46.9

49.3

11.8

25.6

33.1

31.3

14.1

65.5

28.6

15.0 31.9  23.9  7.4  17.1  4.6

16.9  32.4  11.6  2.5  30.8  5.7 

4.5  7.3  33.6  31.9  19.0  3.6 

6.0  19.6  22.0 6.6  41.9  3.9 

n＝714
①
平
等
に

　
な
っ
て
い
る

②
ほ
ぼ
平
等
に

　
な
っ
て
い
る

③
あ
ま
り
平
等
に

　
な
っ
て
い
な
い

④
全
く
平
等
に

　
な
っ
て
い
な
い

⑤
わ
か
ら
な
い

⑥
無
回
答

（％）

（％）（％）

調査概要

（①+②）（③+④）

（％）

n＝714
『
そ
う
思
う
』

『
そ
う
思
わ
な
い
』

94.4

81.0

85.0

9.4

93.4

93.9

78.1

88.5

4.5

1.7

7.4

5.9

73.9

0.9

0.5

7.3

2.3

83.3

①
そ
う
思
う

②
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

　
そ
う
思
う

③
ど
ち
ら
と
も

　
い
え
な
い

④
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

　
そ
う
思
わ
な
い

⑤
そ
う
思
わ
な
い

⑥
無
回
答

a) 結婚する、しないは個
人の自由である

b) 未婚の女性が子どもを
産み育てるのもひとつ
の生き方だ

c)「結婚しても、子どもは
持たない」というのもひ
とつの生き方だ

d)「男は仕事、女は家庭」
という考え方には共感
する

e) 女の子も、経済的に自
立ができるように育て
るのがよい

f ) 性別にかかわらず、家
事ができるように育て
るのがよい

g) 性別にかかわらず、同
じ程度の学歴を持つ方
がよい

h) 男性はもっと子育てに
関わる方がよい

i ) 家事は女性の仕事だか
ら、共働きでも女性がす
る方がよい

79.7 14.7 

60.8                              20.2       11.2  3.6 3.8  

69.3                                 15.7      8.5  3.5

3.2 6.2     16.4         14.7              59.2   

69.7                                     23.7       5.3  

73.2                     20.7     5.0

60.5           17.6        14.0

59.5                 29.0          9.0   

      11.9    12.7      70.6                 

3.2 
1.0 0.7 0.7 1.0 0.7 0.7 

0.4

2.4  0.6 

0.3

2.7  4.6  

1.4  0.3
3.1 

0.3  0.6  0.4 0.3  0.6  0.4 

0.4  0.1  0.4 0.4  0.1  0.4 

 0.6 0.6

1.0  1.3  0.31.0  1.3  0.3

0.3　 0.40.3　 0.4

（①+②）（④+⑤）
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お茶の水女子大学大学院修士課程修了。駒木野病院
勤務等を経て1995年原宿カウンセリングセンター
設立。2021年5月で所長を引退し現在は顧問。アディ
クション、摂食障害、ひきこもりの、本人とその家
族、DV、子ども虐待、ハラスメントや性暴力の加害
者・被害者などのカウンセリングを行ってきた。日
本公認心理師協会会長、日本臨床心理士会理事。著
書は『アディクションアプローチ』『DVと虐待』

『加害者は変われるか』『家族と国家は共謀する』『国家と
家族は共謀する』（角川新書、2021）『アダルト・チルド
レン』（学芸みらい社、2021）『言葉を失ったあとに』（上
間陽子さんとの対談、ちくま書房、2021）『タフラブ、絆
を手放す生き方』（dZERO、2022）など多数。最新著は
『家族と厄災』（生きのびるブックス、2023）。

講座レポート 

Profile のぶた・さよこ

2023.11.25 Sat.

DV*1は、第三者に閉ざされがちな家庭内などで起こりやすいともいわれています。DVから逃れて安らぎを得るためのツール（方法）
として現在「タフラブ*2（手放す愛）」が注目されています。DVや虐待などに悩む本人や家族へのカウンセリング経験豊富な講師か
ら、お話しいただいた講演内容の一部ご紹介します。
*1 DV：英語のdomestic violence（ドメスティック・バイオレンス）の頭文

字をとったもの。配偶者や恋人など親密な関係にある、またはあっ
た者から振るわれる暴力のこと。

*2 タフラブ：英語表記は“tough love”。1940年代アメリカでアルコール
依存症者の妻たちのグループで誕生した言葉。「手放す愛」
「見守る愛」などと訳されている。

日
本
の
家
族
の
関
係
性

　

１
９
８
０
年
代
頃
ま
で
、
家
族
の
中

に
は「
暴
力
」
と
い
う
言
葉
は
存
在
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
暴
力
が
あ
っ
て
も
「
妻

が
生
意
気
だ
か
ら
」
と
言
わ
れ
、
虐
待

が
あ
っ
て
も
「
せ
っ
か
ん
」
や
「
躾
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
90
年
代
に
入

り
、
よ
う
や
く
「
虐
待
」
や
「
Ｄ
Ｖ
」と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
２
０
０
０
年
に
児
童
虐
待
防
止

法
*3
、
２
０
０
１
年
に
Ｄ
Ｖ
防
止
法
*4
が

で
き
、
世
の
中
の
認
識
も
変
化
し
て
き

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、「
三
密
回
避
」と
い

わ
れ
ま
し
た
が
、
家
族
だ
け
は
例
外
で

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
で
は
っ
き

り
し
た
こ
と
は
、
家
族
で
日
本
を
も
た

せ
よ
う
と
す
る
国
の
意
図
で
す
。
東
日

本
大
震
災
の
と
き
は
、
家
族
の「
絆
」が

強
調
さ
れ
ま
し
た
。
国
家
の
危
機
に
お

い
て
は
、
必
ず
家
族
の
絆
が
強
調
さ
れ

ま
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
に
飲
み
込
ま
れ

な
い
よ
う
に
、「
わ
た
し
」を
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
家
族
」と
「
わ
た

し
」は
利
害
が
相
反
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、「
親
は
無
条
件
で
子
ど
も
の
た

め
に
尽
く
す
も
の
」
と
思
っ
て
い
る
専

門
家
が
多
く
存
在
す
る
の
も
事
実
で

す
。
震
災
に
よ
る
絆
の
強
調
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
家
族
の
特
権
化
な
ど
に

よ
っ
て
、
Ｄ
Ｖ
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

家
族
の
出
発
点
、

家
族
の
健
康
診
断

　

二
人
の
男
女
が
出
会
っ
て
（
同
性

パ
ー
ト
ナ
ー
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）、

結
婚
す
る
こ
と
か
ら
家
族
が
始
ま
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
夫
婦
関
係
が
家
族

全
体
の
関
係
を
決
定
し
ま
す
。
子
ど
も

に
何
か
問
題
が
起
き
た
と
き
に
は
、
ま

ず
夫
婦
関
係
を
み
る
こ
と
で
す
。
両
親

の
協
力
体
制
が
あ
れ
ば
、
問
題
が
解
決

ほ
し
い
）・
意
志（
○
○
と
思
う
）」。

こ
れ
ら
を「
私
は…

」と
い
う
主
語
を

使
っ
て
話
す
こ
と
で
、「
境
界
」
が
生

ま
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
愛
情
」と
い
う
言
葉
に

頼
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
愛
情

と
い
う
名
を
借
り
て
、
人
は
他
者
に

侵
入
し
、
支
配
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。そ
う
い
う
時
は「
タ
フ
ラ
ブ
」

を
ツ
ー
ル
と
し
て
手
放
す
こ
と
で
、

少
し
寂
し
く
な
っ
て
も
安
ら
げ
る
関

係
を
、
大
切
な
人
た
ち
と
作
り
上
げ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

多
く
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
家
族
が

「
安
心
で
き
る
場
所
」
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
防
止
法
：「
児
童
虐
待
防
止
等
に
関
す

る
法
律
」２
０
０
０
年
に
成
立
。

D
V
防
止
法
：「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
２
０
０

１
年
議
員
立
法
に
よ
り
成
立
。
２
０
２
３
年
一

部
改
正
。

ア
イ
メ
ッ
セ
ー
ジ
（I-m

essage

）：
「
I
＝
私

は（
が
）」を
主
語
に
し
て
相
手
に
自
分
の
意
思
や

要
望
を
伝
え
る
方
法
。

て
い
て
、
模
範
的
で
「
い
い
人
」
以
外

の
人
生
を
選
べ
ず
、
常
に
生
き
づ
ら
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
共
依
存
と

は「
ケ
ア（
愛
情
）に
よ
っ
て
相
手
を
弱

者
化
す
る
こ
と
に
よ
る
支
配
」
で
す
。

た
と
え
ば
、
新
生
児
は
手
厚
い
ケ
ア
が

必
要
で
す
が
、
成
長
に
伴
っ
て
、
親

は
子
ど
も
の
判
断
を
尊
重
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、「
あ
な
た
は

一
人
で
は
何
も
で
き
な
い
」「
親
が
い
な

け
れ
ば
ダ
メ
」と
決
め
つ
け
て
、
相
手

の
自
立
性
を
そ
ぎ
、
弱
者
に
す
る
こ
と

で
支
配
す
る
、
そ
ん
な「
愛
」の
あ
り
方

を
「
共
依
存
」と
い
い
ま
す
。

タ
フ
ラ
ブ

絆
を
手
放
す
生
き
方

　

タ
フ
ラ
ブ
と
は
、「
手
放
す
愛
・
見

守
る
愛
」の
こ
と
で
す
。
距
離
を
と
っ

て
境
界
を
守
り
、
離
れ
る
こ
と
で
、
力

関
係
か
ら
も
逃
れ
ら
れ
ま
す
。
距
離
を

と
る
こ
と
は
、
見
捨
て
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
距
離
を
と
る
こ
と
で
、
新

た
に
生
ま
れ
る
つ
な
が
り
も
あ
り
ま

す
。
　

距
離
を
と
る
コ
ツ
は
、「
自
分
と
相

手
は
別
の
人
間
で
あ
る
」と
考
え
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
主
語
で

話
す
こ
と
」
が
と
て
も
大
切
で
す
。
主

語
が
な
い
と
、
境
界
も
あ
や
ふ
や
に
な

り
ま
す
。
家
族
の
日
常
生
活
は
主
語
が

な
く
て
も
成
り
立
つ
の
で
、
距
離
を
取

る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
主
語
を
明
確
に
し
て
語
る
こ
と
が

問
題
解
決
の
た
め
に
は
有
効
で
す
。

　

主
語
で
話
す
と
き
の
コ
ツ
は
、
三
つ

の
ア
イ
メ
ッ
セ
ー
ジ（I-m

essage

）
*5

を
意
識
す
る
こ
と
で
す
。
第
一
に

「
プ
ラ
ス
の
感
情
（
ほ
め
る
、
う
れ

し
い
、
楽
し
い
、
幸
せ
だ
な
ど
）」
、

第
二
に
「
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
（
悲
し

い
、
つ
ら
い
、
不
安
だ
、
残
念
だ
な

ど
）」
、
第
三
に
「
要
求
（
○
○
し
て

す
る
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で

も
実
際
に
は
、
夫
婦
間
に
お
け
る
こ
れ

ま
で
の
思
い
や
不
満
や
恨
み
が
一
気
に

噴
き
出
し
た
り
、
自
分
の
プ
ラ
イ
ド

を
優
先
し
て
、
協
力
体
制
を
つ
く
れ

な
い
場
合
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
こ
う

な
る
と
、
な
か
な
か
解
決
に
は
至
り
ま

せ
ん
。
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
夫

婦
関
係
を
点
検
し
た
上
で
、
家
族
全

体
を
み
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
内
暴
力
の
全
体
像

　

Ｄ
Ｖ
で
は
、「
暴
力
の
全
体
像
」
を

み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
家
族
全
体
を

シ
ス
テ
ム
と
し
て
み
る
と
、
一
つ
が
支

配
的
で
あ
る
と
す
べ
て
が
支
配
的
に
な

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
夫
か
ら
妻
へ
の

関
係
が
支
配
的
で
あ
る
と
、
妻
は
娘
を

通
し
て
生
き
な
お
そ
う
と
し
て
、
娘
に

対
し
て
支
配
的
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

「
き
ょ
う
だ
い
間
虐
待
」や
、
老
親
へ

向
か
う「
高
齢
者
虐
待
」も
起
こ
り
ま

す
。
夫
か
ら
妻
へ
の
暴
力
、
子
ど
も
へ

の
虐
待
、
き
ょ
う
だ
い
間
の
虐
待
、
つ

ま
り
点
か
ら
線
へ
、
線
か
ら
面
へ
、
や

が
て
は
、
子
ど
も
の
視
点
が
入
り
、
３

Ｄ
（
ス
リ
ー
デ
ィ
ー
）
の
様
相
を
呈
し

ま
す
。
こ
の
全
体
像
を
、「
シ
ス
テ
ム

家
族
論
」
と
い
い
ま
す
。

Ａ
Ｃ（
ア
ダ
ル
ト
・
チ
ル
ド

レ
ン
）と
共
依
存

　

「
Ａ
Ｃ
」と「
共
依
存
」
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
者
の
家
族
か
ら
誕
生
し

た
２
つ
の
言
葉
で
す
。
Ａ
Ｃ
と
は
「
現

在
の
生
き
づ
ら
さ
が
親
と
の
関
係
に
起

因
す
る
と
認
め
た
人
」の
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
父
（
母
）
が
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
の
家
族
で
育
っ
た
場
合
、
独
自
の

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
親
を
支
え
て
ケ

ア
す
る
と
い
う
「
役
割
逆
転
」を
生
き

*4*5 *3

講師 原宿カウンセリングセンター顧問
公認心理師・臨床心理士／日本公認心理師協会会長　信田 さよ子 さん

安心できる家族をつくるために ～「タフラブ」を知る～安心できる家族をつくるために ～「タフラブ」を知る～安心できる家族をつくるために ～「タフラブ」を知る～

令和5年度 DV理解基礎講座

い
ま
す
。

　

近
年
は
「
こ
し
ょ
く
」  ※2
と
い
う
言

葉
を
耳
に
す
る
機
会
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
し
ょ
く
の
「
こ
」
に
は
六
つ

の
漢
字
が
当
て
は
ま
る
と
、
服
部
先
生

は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
食
事
の
内

容
も
大
切
で
す
が
、
空
間
や
雰
囲
気
も

そ
れ
と
同
様
に
大
切
で
す
。
特
に
学
童

期
は
、
食
事
の
場
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
学
ぶ
貴
重
な
空
間
で
あ
る
よ
う

で
す
。
よ
り
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
食

育
が
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
こ
と

を
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
症
状
は
、

食
事
で
改
善
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

自
ら
も
育
ち
、
子
育
て
を
し
た
こ
の
北

区
で
、
小
中
学
校
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給

食
を
普
及
す
る
こ
と
が
今
の
い
ち
ば
ん

の
目
標
で
す
。

※1
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス…

１
９
７
６
年
創
業
。   

子
ど
も

の
視
点
・
女
性
の
視
点
・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
視
点

で
文
化
を
見
つ
め
創
造
す
る
 
こ
と
を
社
是
と
し
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
や
雑
貨
の
販
売
、
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
「
広
場
」
の
運
営
を
し
て
い
る
。

※2
服
部
幸
應
氏
が
提
唱
。
表
１
参
照

　

https://ichihom
are.fukui.jp/interview

/02.htm
l

か
ら
引
用
。
著
書
に
『
服
部
幸
應
の
日
本
人
の
た

め
の
最
善
の
食
事
』（
日
本
能
率
協
会
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
、
２
０
１
８
年
）
や
『
服
部
幸
應
の

食
育
読
本
』（
シ
ー
ア
ン
ド
ア
ー
ル
研
究
所
、
２
０

１
８
年
）
が
あ
る
。

を
付
け
て
い
る
こ
と
は
、
高
品
質
の
も

の
づ
く
り
と
理
念
を
持
っ
て
い
る
生
産

者
さ
ん
の
商
品
を
お
客
様
に
伝
え
て
い

く
こ
と
。
ま
ず
は
自
分
で
使
っ
て
納
得

の
い
く
も
の
を
選
ん
で
い
ま
す
。
環
境

問
題
を
ニ
ュ
ー
ス
で
見
聞
き
す
る
だ
け

で
は
、
ひ
と
り
の
力
で
で
き
る
こ
と
の

限
界
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
日
常

の
買
い
物
は
一
人
ひ
と
り
が
行
っ
て
い

る
大
切
な
意
思
表
示
だ
と
考
え
ま
す
。

食
事
の
役
割
と
心
の
安
心

　

土
井
善
晴
さ
ん
の
著
書
に
あ
る
「
台

所
の
安
心
は
心
の
底
に
あ
る
ゆ
る
ぎ
な

い
平
和
で
す
」
と
い
う
一
文
が
好
き
で

す
。
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
家
庭
の
あ

り
か
た
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
様
々
な

昨
今
で
は
、
毎
日
の
ご
は
ん
づ
く
り
を

負
担
に
感
じ
て
し
ま
う
方
や
、
そ
れ
に

時
間
を
充
て
る
こ
と
が
難
し
い
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
で
き
る
範

囲
の
積
み
重
ね
が
、
こ
ど
も
を
す
こ
や

か
に
育
て
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
と

信
じ
て
い
ま
す
。
家
事
も
仕
事
も
性
別

で
役
割
を
決
め
る
の
で
は
な
く
「
で
き

る
ひ
と
・
得
意
な
人
」
が
取
り
組
む
こ

と
で
、
よ
り
温
か
い
家
庭
、
社
会
の
実

現
へ
の
一
歩
と
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て

来
店
さ
れ
る
方
が
増
え
ま
し
た
。
体
調

や
生
活
環
境
を
伺
い
な
が
ら
、
日
常
使

い
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
気
負
っ
て
し
ま
う
と
疲
れ
て
し
ま

う
し
、
楽
し
く
な
い
で
す
よ
ね
。
頑
張

り
す
ぎ
る
と
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
「
お
い
し
く
！
た
の
し
く
！
」
を
大
切

に
し
て
、
自
分
も
家
族
も
健
康
で
い
ら

れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
時
に

は
、
お
子
さ
ま
に
関
す
る
相
談
も
あ
り
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
サ
ロ
ン
活
動
に
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
も
あ
り
ま
す
。
今

年
度
か
ら
、
音
楽
療
法
士
の
高
田
悦
子

さ
ん
と
共
に
子
育
て
応
援
サ
ロ
ン
を
主

宰
し
て
い
ま
す
。
不
登
校
と
発
達
障
が

い
で
悩
ん
で
い
る
方
へ
、
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
と
い
う
支
え
合
う
場
所
を
作
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
若
い
方
の
来
店
も
増
え

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
自
炊
を
す
る
よ

う
に
な
り
、
食
事
に
気
を
付
け
る
よ
う

に
な
っ
て
、
体
調
の
変
化
を
実
感
し
自

炊
が
楽
し
く
な
る
よ
う
で
す
。
そ
の
中

で
、
選
ぶ
食
材
に
意
識
を
向
け
て
よ
り

学
び
を
深
め
た
い
と
思
う
お
客
様
の
質

問
に
、
私
自
身
と
て
も
刺
激
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

店
内
に
並
ぶ
商
品
を
選
ぶ
と
き
に
気

　

今
年
で
開
店
10
周
年
を
迎
え
る
、
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
飛
鳥
山
テ

ラ
ス
。
オ
ー
ナ
ー
が
厳
選
し
た
食
材
や

雑
貨
が
並
ぶ
店
内
は
、
あ
た
た
か
い
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
オ
ー
ナ
ー

の
早
瀬
可
依
子
さ
ん
に
「
食
」
へ
の
思

い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
飛
鳥
山
テ
ラ
ス
』を

開
い
た
き
っ
か
け

　
出
産
後
、
子
ど
も
と
一
緒
に
生
活
し

て
い
く
中
で
、「
食
」
に
関
し
て
よ
り

深
い
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
重
要
性
を
知
り
、

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
始
め
、
様
々
な

資
格
を
習
得
し
ま
し
た
。
興
味
を
持
っ

た
こ
と
を
学
び
、
実
践
し
、
効
果
を
感

じ
る
、
の
く
り
返
し
で
す
。
自
分
と
同

じ
子
育
て
中
の
マ
マ
に
、
良
い
と
思
っ

た
も
の
を
広
め
た
い
！
ち
ょ
う
ど
家
族

の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
小
さ
な

「
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
」  ※1
を
目
指
し
て
開

店
し
ま
し
た
。

お
い
し
く
！
た
の
し
く
！

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

　

コ
ロ
ナ
禍
で
免
疫
な
ど
の
体
の
仕
組

み
や
、
食
品
と
栄
養
に
興
味
を
持
ち
、

早瀬 可依子さん

JAA認定 チャイルドケアインストラクター
一般社団法人 国際食学協会認定講師
ピーターウォーカー認定

　　べビーマッサージインストラクター
一級建築士

東京都北区在住。中央工学校を卒業後、設計
事務所に勤める。出産を機に食の大切さを実
感し、食学やアロマテラピーなどを学び生活
に取り入れる。2014年にオーガニックステー
ション「飛鳥山テラス」をオープン。有機野
菜や自然食品の販売と共に、カフェスペース
にて「子育て応援サロン」などコミュニティ
活動を行う。小学校でアロマ講座や食育講座
を開催。児童館・幼稚園にてベビーマッサー
ジ講師の活動も行っている。

北 区 の き ら め く

日常使いのオーガニックで、
キッチンから食と環境を考えていきたい

はやせ　かよこprofile

北区滝野川1-60-6 1F
営業時間 10：00～18：30
電話 03-6903-4395
URL  http://www.asukayamaterrace.com/

家族が不在の食卓で一人で食べる

“

“

飛鳥山テラス

6つの「こしょく」（表1）
孤
食

家族それぞれ自分の好きなものを
食べる

個
食

粉製品を好んで主食にする粉
食

自分の好きな決まったものしか
食べない

固
食

いつも食欲がなく食べる量も
少ない

小
食

味の濃いものを好んで食べる濃
食
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※相談はすべて無料です。秘密は厳守します。
　詳しくは、ホームページをご覧ください。

離婚や相続、性暴力被害、職場や学校におけるセクシュアル・
ハラスメント、雇用、労働上のトラブルなど、身の回りでお
こる様々な問題に対して、女性の弁護士による法律相談を実
施しています。
　第１土曜日　  9:30－11:45　４枠
第３木曜日　17:00－19:15　４枠
※一回 30分間。お一人一年度内２回までご利用可。
※オンライン相談も可。

 相談方法
事前にお電話やスペースゆうの受付窓口にてご予約くださ
い。相談時に保育・通訳が必要な方は、相談の予約と合わせ
てご予約ください。

　●保育（対象：1歳以上の未就学児）
　　相談日の 10日前までに要予約。 

　●手話通訳
　　相談日の 10日前までに要予約。

　●外国語通訳
　　相談日の 10日前までに要予約。
　　《対応言語》
　　　英語、中国語、韓国語、タガログ語、
　　　ポルトガル語、スペイン語
　　　　※その他の言語はご相談ください。

Consultation Services

スペースゆう
相談窓口

女性のための法律相談（予約制）

こころと生き方・DV相談（予約制）
にじいろ電話・法律相談にじいろ電話・法律相談

性自認・性的指向などに関する様々な悩みや、遺産相続・ハラスメ
ントなど性的マイノリティに関する法律問題についての相談に応じ
ます。ご本人だけでなく、家族・友人・先生などもご利用できます。
（祝日、年末年始、施設点検日を除く）

 電話相談 ☎ 03-3913-0162（予約不要）
第 1土曜日　14:00－17:00　
※相談専門員が対応します。上記時間内にお電話ください。

 　電話がつながりにくい場合は、時間をおいておかけ直しください。
※お一人 20分程度。ご利用回数の制限なし。匿名可。

 法律相談 ☎ 03-3913-0163（予約制・随時予約受付）
第 4日曜日　10:00－11:30　2枠　
※LGBTQ＋の法律問題に詳しい弁護士が対応します。
※予約制（35分）です。お一人一年度内２回までご利用可。
※オンライン相談も可。

 ※原則、北区在住・在勤・在学、又は、北区に転入予定の方が対象。

夫婦・親子関係、パートナーからの暴力、職場や学校での
セクシュアル・ハラスメント、人間関係、性自認や性的指向
など、生きていく上での悩みや問題の相談に応じます。匿名可。
 対象  女性 面接相談 45分
  電話相談 30分 ※いずれも女性の専門相談員が対応

火曜日 毎週 10:00－16:45 6 枠
　水曜日 第 1 15:00－19:45 5 枠
 第 2・4 13:00－17:45 5 枠
 第３ 10:00－19:45 7 枠
　金曜日 第 1・3・5 10:00－15:45 5 枠
　土曜日 第 1・3 10:00－11:45 2 枠
 第 2・4 10:00－15:45 5 枠
　日曜日 第 1・3 10:00－15:45 5 枠
 対象  男性　電話相談のみ 30分 ※男性の専門相談員が対応

木曜日 第１ 16:00－19:30 5 枠
　土曜日 第３ 13:00－16:30 5 枠

北区
DV専用ダイヤル
（予約不要）

配偶者等からの暴力（DV）に関する相談専用の電話です。
専門の相談員が対応します。匿名可。情報提供、通報等も受け付けます。

火曜－金曜日　９:00－12:00、13:00－17:00
（祝日、年末年始、施設点検日を除く）☎03-3913 -0015

学校、仕事、子育て、家庭等に関する様々な悩みの相談に応じ
ます。

毎週木曜日・土曜日
　18:00－21:00（相談最終受付 20:30）
   （祝日、年末年始を除く）

原則、北区在住、在勤、在学の女性対象。
1日1回30分程度。

事前に右上の二次元コードを読み込んで
「友だち追加」を行ったのち、上記時間内
にご相談ください。

女性のための
LINE相談 To U（トゥユー）

☎ 03-3913 -0163（予約専用）

火曜日－土曜日　9:00－21:00
日曜日　9:00－17:00
（祝日、年末年始、施設点検日を除く）
※相談無料。秘密は厳守します。
　詳しくは、ホームページをご覧ください。

お問合せ・ご予約


